
















































































































































































































































10）佐藤学「教員養成に必要とされるグランド・デザイン」『BERD No. 10』2007,　p. 6
11）高野和子「大学生の学校ボランティアをめぐる状況と課題」『教育 2005 年８月号』
12）山村温路「学生ボランティアに参加する学生が抱える思い」関西大学大学院文学研究科院
























































































































































幅広い知識のある教師 － 0.267 ***
教材研究に熱心な教師 0.252 **
インターンシップ参加期間 0.129
（***：p ＜ 0.01，**：p ＜ 0.05，*：p ＜ 0.1）
　　　　　（資料） 原清治・芦原典子「実践的教員養成の効果に関する実証的研究（Ⅱ）
―学校インターンシップと採用試験の結果に注目して―」日本教























































































　　　　 日本教師教育学会第 18 回研究大会課題研究発表資料
2008
現場体験活動は教員志望者の実践力を涵養するのか 51
という声は大きい。それは学生の内面に活動中に理論と実践の統合が芽生えている証
左であろう。なぜなら，大学で学んだ内容を現場で確認することによって，学生は大
学での教職専門の理論を実感して理解し，それを実践するためにはどのようなことに
注意を払わなければならないか，という具体的な指導方法を考える上でのきっかけと
なるからである。したがって，大学―現場―大学といった「スパイラルな学び」を継
続することが，インターンシップの効果を 大限に発揮することになるのではないだ
ろうか。これを教育実習前のインターンシップとの関係にあてはめて考えるならば，
「大学での基礎的な学び―インターンシップ―大学での確認―教育実習」といった図
式がスパイラルな学びの構造となる。すなわち，効果的にインターンシップを活用す
るならば，ただ単に学校実践にかかわればよいのではなく，そこでの気づきと疑問を
もう一度大学での学びに展開したうえで，教育実習に出るくらいの心構えが求められ
よう。実践的指導力を涵養するために果たすべき大学での学びの意味は決して小さく
ないのである。
【付記】
　本論文は「学校で実践感覚を身につける―教職インターンシップ活用法―」『教職課程 2008
年 11 月号』（協同出版，2008）および「ボランティアの教育的効果を考える」『教員養成セミナー
2009 年１月号』（時事通信社，2009）の論考をもとに加筆修正したものである。
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